
堺市立美原図書館
ティーンズエリアを紹介します
～高校とのつながり～

堺市立美原図書館

司書 下村友佳子



堺市立美原図書館ってどんなところ？
大阪府 堺市

美原図書館
美原区

人口38.001人

面積13.20㎢

（令和元年11月現在）



・平成１２年（２０００年）４月

美原町立図書館として開館

・平成１７年（２００５年）２月

堺市と合併。堺市立美原図書館となる。

蔵書数

堺市立図書館 約１９５万点

美原図書館 約２０万点 （平成３０年度）



美原区内の高等学校とのつながり

•大阪府立農芸高等学校
・図書館入口に花の飾りつけ。

・教員による講座開催

平成２９年度

「教えて！野菜を作るコツ」

平成３０年度

「大阪府立農芸高等学校～地域と歩んできた１００年～」

•大阪府立美原高等学校
・団体貸出を利用

・ＰＯＰふぇすてぃばるの参加

農芸高校

ハイテク農芸高校科

食品加工科

資源動物科

生徒数 575名

2019.4現在

美原高校

一般コース

体育専門コース

生徒数 668名

2019.4現在



高校への団体貸出

• 赤ちゃん絵本（家庭科で絵本を作る）

• 地学の資料

• 修学旅行の事前学習

• 直接来館（先生が生徒を連れて来館。授業で使用する資料を選
んで借りていく。）



POPふぇすてぃばる

平成２９年度から開催している。

中高生が対象。

夏から募集を行い、

学校や美原図書館にて受付。

秋以降に投票と結果発表。

高校から、今年は実施するのかどうかの問い合わせもある。

１１月現在、結果発表を行い、本の展示も行っている。



POPふぇすてぃばるで中高生
が書いてくれた、

おすすめ本の展示

結果発表を行っている。



ようこそ美原図書館ティーンズエリアへ

ここからは、

美原図書館ティーンズエリアを

ご案内します。



１１月からの菊。 大きくなった夏からの
オリーブ。



オリーブの実は、こんな感じで実がなってる。

隣にあるテラコッタドール

（ポットドールとも言う）



その左手を向くとティーンズエリア
が見える。

入口を入ると、キリンさん（ブック
リン）が出迎えてくれる。



美原図書館ティーンズエリア紹介①

ティーンズエリア
美原図書館の特色としている。

一般書や児童書を問わず、

中高生向けの本があるコーナーで、

約 ６０００ 冊 置いている。



文庫コーナー

小説を置いている。

よく貸出されてい
る。



古典・名作コーナー
枕草子などといった

古典作品や

夏目漱石などの名作を

置いているコーナー。

本の表紙が

中高生に手に

取ってもらえるものを

入れている。



ここの部分をクローズアップ。 表紙をきっかけに手に取って
もらえたら。



ここら辺りをクローズアップ。 こんな感じのものを置いている。



進路・進学コーナー
仕事の本と進路の本と

分けて置いている。

仕事の本…

なるにはBOOKSなど

進路の本…

大学の学部のことなど



部活コーナー
部活をやっている中高生が結構借りている。

目立つように、分かりやすいように工夫し
ている。



じんけんエリア
中高生に身近な人権に

関するテーマを

取り上げている。



情報誌（TEENS AREA）

年４回発行（+特別号）通算８１号（２０１９年９月号まで）

新刊紹介・特集コーナー・

じんけんエリア紹介・貸出ランキングなど

H３０年度から、美原区内の中学校（３校）・

高校（２校）へ取材。（図書館訪問）

２０１８年６月号vol.76で、美原高校

２０１８年１２月号vol.78で、農芸高校を掲載。

美原図書館ティーンズエリア紹介②



美原図書館ティーンズエリア紹介③

ブックフェア

月１回程度テーマを替えている。

テーマは、中高生に興味を持ってもらえそうなものを軸にし、

２カ所でブックフェアを実施。

・進路や仕事に関係するもの（分類順に）

・面白そうなテーマ



５月
・どうぶつの世界へようこそ！

６月
・きっと見つかる、君の進路

・TEENS AREA vol.80 関連

７月
・心の動きを見てみよう

～ちょっぴり心理学入門～

・「ジャケ借り」しませんか。



８月
・日本を知る 世界を知る 人を知る

～歴史に触れてみよう～

・TEENS AREA 特別号

（本の一行目にスポットをあててみました。）

９月
・ちょっぴり社会学入門

・TEENS AREA vol.81 関連

１０月

・自然科学って何だ？

～自然界の面白さを見てみようよ～

・今こそ読んでみたい！～絵本特集～



今後の展望

・ティーンズエリアを利用している層

→中高生より上の年代が多い。

どのようにして、中高生の利用を促すか。

・中学校や高校との連携

→中高生の動向を知る。何に興味を持っているか。

・イベントの実施

→中高生をターゲットとしているイベントが少ない。

・活字の本を読んでもらう・触れてもらうきっかけ作り。



今後の展開① マンガを入れました。

・活字の本を読んでもらうきっかけ作りとして

ティーンズエリアにマンガを入れました。

・「マンガ」として置くのではなく、

そのマンガのテーマ・主題のところに置く。

そうすることにより、同じテーマの活字の本にも目が向く。



マンガのブックフェアを開催中

写真は、

『はじめアルゴリズム』を

軸に置いている。



マンガのブックフェアを開催中②

こちらは、

『へんなものみっけ！』を

軸に置いている。



今後の展開② イベントの実施

・謎解きゲーム

図書館を舞台にした謎解きゲーム

ＯＰＡＣの使い方、分類の見方、棚の場所等

図書館ならではのゲームを実施予定。

昨年度、小学生を対象に実施。（「としょかん脱出ゲーム」）



まとめ

・探しやすい工夫

・活字の本へのきっかけ作り

・求めているものは何か



ご清聴ありがとうございました


